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お米のおいしさ“再発見”
食育出前授業
　子どもたちの“朝食抜き”や“米食離れ”が心配される中で、
日本人の主食である米のことを一層知ってもらうための出前授
業が11月16日、栄小学校で行われました。
　授業は、米の専門家「お米マイスター」の資格を持つ外山又
久さんを講師に招いて、４年生以上の児童約70人を対象に実施。
米の歴史やご飯が食卓に並ぶまでの説明の他、精米体験や試食
などが行われました。
　参加した児童たちは「お米のおいしさに改めて気付けまし
た」「今日習ったことを自分でやったみたいです」などと話して
いました。

地域に愛される駐在所に
建て替えで豊栄小隣りへ
　中央地区にあった匝瑳警察署豊栄駐在所が、老朽化に伴
う建て替えにより、豊栄小学校の隣接地に移転しました。
　新しくなった駐在所前で12月13日に行われた開所式に
は、匝瑳署の関係者や地元区長らが出席。同校の５・６年
生計43人による合唱も披露され、開所を祝いました。
　駐在所に勤務する吉宇田剛史巡査部長は「困っている人
がいたら手を差し伸べ、地域から愛される駐在所になれる
よう頑張ります」と抱負を語りました。

街頭募金の成果を報告
ボーイスカウト「菊章」取得も
　日本ボーイスカウト匝瑳第１団のメンバーら11人が12月25
日、市役所を訪れ、街頭活動で集めた募金を太田市長へ手渡し
ました。
　同団は「歳末たすけあい運動」の一環としてスーパーマー
ケットなど市内３か所で募金活動を行っており、この日は、
団員の木下虎
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君から太田市長に集まった募金
77,601円が手渡されました。
　また、野栄中学校３年の端川祥
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さんが、ボーイスカウトの中学生年代の最高栄誉である
「菊章」をそろって取得したことも併せて報告されました。端
川さんは「今後も積極的にスカウト活動に参加していきたいで
す」と力強く意気込みを語りました。
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「お米マイスター」の外山さん（左）から説明を受ける児童

太田市長へ募金を手渡した
小川くん（中）と木下くん

「菊章」の取得を報告する
端川さん（左）と柴田さん

駐在所の完成を祝福して歌を披露する豊栄小学校の児童

　平和小学校で12月２日、「親子で一緒に遊ぼ
う会」が開かれました。
　このイベントは、さまざまな体験を通して地
域の子どもと大人たちが交流を図ることを目的
として、同地区社会福祉協議会の主催により毎
年行われているもので、児童や保護者、地元の
役員など約450人が参加しました。
　竹馬やベーゴマ、けん玉などの遊び方について
大人たちから手ほどきを受けた子どもたちは、そ
の昔ながらの遊びに夢中になって興じていました。
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女子は匝瑳高が２位に
東総毎日駅伝大会

ホームステイを受け入れ
台湾からの高校生をおもてなし

　師走の東総路を駆け抜ける東総毎日駅伝大会が
12月３日、市役所を発着点とする周回コース（１
周17.8㎞、５区間）で開催されました。
　第71回を迎えた今大会は、高校、中学、青年、
女子の４部門に103チームが参加。肌を刺すよう
な寒さの中、10時と10時30分の号砲に合わせて一
斉にスタートを切った各チームが、それぞれの熱
い思いを込めてたすきをつなぎました。
　高校の部は柏市立柏高校が３連覇、青年の部は
松戸陸協が昨年に続き優勝しました。地元勢では、
女子の部で匝瑳高校が２位に輝く走りを見せ、大
会を盛り上げました。
※各部門の上位の結果は、本紙16ページに掲載し
て紹介しています。

　台湾の高校生が１月19日、ホームステイのため
に本市を訪れ、ホストファミリー（受け入れ家族）
宅で一夜を過ごしました。
　この日訪れた高校生は総勢36人で、本市では３
家庭が受け入れを実施。男子生徒５人がホーム
ステイをした大関典夫さん宅（八日市場イ）では、
新鮮な刺し身を振る舞ったり、三線を披露したり
するなどして親睦を深めました。

一斉にスタートを切る女子の部の選手たち

大関さん宅にホームステイをした
台湾の高校生たち（手前）

　獅子が集落内を回り、悪魔払いを
して五穀豊穣、無病息災を祈る仁組
獅子舞が１月７日、栢田の仁組地域
で行われました。各家庭に上がった
獅子が華麗な舞を披露すると、訪問
を受けた家の人たちは、自分の体を
獅子にかんでもらい、今年１年の健
康と幸せを祈りました。

仁組獅子舞

獅子に体をかんでもらう子ども

　山桑の稲荷神社で１月７日、大注
し
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を鳥居に飾って家内安全や無病
息災を祈願する綱かけ神事が行われ
ました。昨年秋に収穫された稲わら
を使って結い上げられた注連縄は、
長さ８ｍに達するもので、地元の人
たちは汗をぬぐいながら作業に当
たっていました。

稲荷神社の綱かけ神事
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　“真冬の奇祭”として有名な「小高
の裸参り」が、１月７日深夜に行わ
れました。妙長寺門前に集まった下
帯一本姿の男衆は、「エイサ、オイサ」
の掛け声で気勢を上げると、くみ置
かれた冷水を手桶ですくい、頭から
豪快にかぶりました。その後、約
500ｍ離れた八坂神社まで走り、五
穀豊穣、家内安全を祈願しました。

小高の裸参り

冷水を豪快にかぶる

　今泉の稲生神社で１月15日、五
穀豊穣、家内安全を願う「ひげなで
三杯」が行われました。この行事は、
東西に分かれた氏子同士が酒を飲み
競い、ひげをなでる仕草をすること
で次々と酒を飲むというものです。
氏子たちが順々に杯を空けると、周
囲からは「もっと飲め」などと声が
掛けられました。

稲生神社のひげなで三杯

酒を飲み競う氏子

　匝瑳地区の松山神社で１月15日、
筒粥
がゆ

神事が行われました。この行事
は、小豆入りの粥と青竹を一晩煮込
み、青竹に入った粥の分量で一年の
吉凶を占うものです。氏子が天候や
作物などに分けられた42本の青竹を
順に取り出して中を確認すると、全
体的な入り具合は８割程度で、今年
は安泰な年になりそうだという占い
がでました。

松山神社の筒粥神事

青竹を割って中を確認

正月を迎え、各地で行われた新年の行事を紹介します。

地域の伝統行事
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